
砂丘の隠れたスポットは蛇の美女伝説と金運にもご

利益 
  

2021/04/15 11:08 
 

© 産経新聞社 砂丘の隠れたスポットは蛇の美

女伝説と金運にもご利益 

 毎年大勢の観光客が訪れる鳥取砂丘（鳥取市）。だが、その南側に位置する「多鯰（たね）ケ池」は山陰海岸国立公園

の中にあり、道路を隔てて砂丘と隣接する立地ながら立ち寄る観光客はごくわずかだ。こうした状況を打破しようと、官

民の組織「鳥取砂丘未来会議」が、周辺を１０年かけて整備する観光振興計画を打ち出した。カヌーやウオーキングなど

のアウトドアレジャー、梨狩り、池にまつわる蛇の伝説と金運・財運に御利益がある弁天宮などを集客素材として提案。

池の周回道路には遠く砂丘と日本海を望む、知る人ぞ知るビューポイントもあり、「置き去りにされた観光地」からの脱却

を図る。 

© 産経新聞社 砂丘の隠れたスポットは

蛇の美女伝説と金運にもご利益 

 １９６４東京「聖火」走る 



 「多鯰ケ池エリアは、地形的に砂丘東西をつなぐ結節エリアにあたり、高い可能性を秘めた、今後の鳥取砂丘の魅力

向上に欠くことができないエリア」。同会議会長の松原雄平・鳥取大学名誉教授は多鯰ケ池周辺整備基本構想案にそう

記した。 

 東西１６キロ、南北２・４キロの広さがある鳥取砂丘で、観光の中心となっているのは国の天然記念物に指定されてい

る約１４６ヘクタール。鳥取市街地から旧国道９号（現・県道）を北に進み「砂丘トンネル」を抜けると、左手に広がる砂地

がそれだ。 

© 産経新聞社 砂丘の隠れたスポットは

蛇の美女伝説と金運にもご利益 

 旧国道をはさんで右手は雑木が生い茂り人の目を引くことはなかったが、昨年１１月、樹木が伐採されたことで多鯰ケ

池が姿を現した。 

 かつてはこの池のほとりの道が鳥取砂丘と市街地を結ぶメインストリートだった。昭和３９（１９６４）年の前回東京五輪

ではほとりの道を「聖火」が走った。しかし、翌４０年に旧国道９号が建設され、砂丘トンネルができてからは、多鯰ケ池を

通らず天然記念物エリアへ行けるようになり、同池周辺の注目度は低下した。 

 構想策定のワーキンググループ座長で浜湯山（はまゆやま）・多鯰ケ池活性化委員長の飼牛（かいご）明さん（７３）は

「多鯰ケ池周辺を訪れる観光客（年間１１０万～１３０万人とされる）は、砂丘全体の観光客の１％ほどではないか」と推

測する。 

 金運アップの弁天宮 

 多鯰ケ池ははるか昔、砂丘により日本海が閉ざされ形成された堰止湖（せきとめこ）。広さ約２３ヘクタール、周囲約３・

４キロ、水深は最大で約１７メートルもあり中国地方で最も深い。 

 池の名前にも通じる「お種伝説」が地元では有名だ。池から少し離れた長者の家に、お種という美しい娘が奉公してい

た。ある日、奉公先の使用人に「腹が減った。何か食べたい」と求められ、お種は甘い柿の実をどこからか持ち帰る。そ

の後も、求められるたびに甘い柿を持ち帰るお種を不思議に思い、使用人が後をつけたところ、多鯰ケ池で蛇に変身し



て池に入り池に浮かぶ小島から柿をとって戻る姿を目撃。正体を知られたお種は二度と長者の家には戻らず池の主に

なったというストーリーだ。 

 この話にちなんだ弁天宮（お種弁天）が池畔にある。弁天様が金運・財運の神とされることから鳥取の商店主らの崇敬

を集めるほか、巳（み）年には多くの参拝客が詣でるという。 

 会議が打ち出した同池整備の基本構想では「廻り楽しむ」「水に親しむ」を方針とし、弁天宮の参拝者をはじめ、カヌー

やサップヨガ（水に浮かべたボードの上で行うヨガ）、釣りなどの水辺のアクティビティー利用者、池の周囲などを利用した

ウオーキングや自転車の愛好家、近くにある梨狩り園などを訪れる観光客の呼び込みを、もくろむ。 

 そのための具体的な整備案として、レンタルサイクル基地▽自然遊歩道▽枝打ちによる景観維持▽東屋・桟橋・木道▽

桜植樹－の整備を掲げる。国や県、市などと連携しながら１０年間かけて整備を進める予定で、次世代の意向もくみなが

ら魅力あるエリアを目指すとしている。 

 高級リゾートホテル構想進む 

 一方、環境省や県、鳥取市が昨年策定した鳥取砂丘エリア国立公園利用拠点計画では、多鯰ケ池も含め３つの利用

拠点ゾーンを設定し相互に連携する－としている。天然記念物エリアの東側にあたる「馬の背」側には土産物店などが

軒を連ね、西側の浜坂側には家族連れらに人気の柳茶屋キャンプ場や鳥取砂丘こどもの国、サイクリングターミナルな

どの集客施設がある。多鯰ケ池側では高級リゾートホテル建設構想が進んでいる。 

 多鯰ケ池観光では、ホテルやキャンプ場の滞在型観光客のほか、修学・研修旅行でカヤック体験に同池を利用する学

校が出てきていることからこうした利用客も取り込んでいく考えだ。 

 飼牛さんは「多鯰ケ池周辺には古墳もあり池が守られてきた。そのおかげもあって９９％が自然のままの岸辺が残って

いる。その魅力を伝えていきたいし、美しい景観を見てもらうために池周辺の伐採も着実に進めていきたい」と話してい

る。 

 


